児童養護施設の政策論的研究<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 吉田 幸恵
  




学 位 の 種 類 
 
 
  博士（人間文化） 
 
 
報 告 番 号 
 
  乙 第１８６５号 
 
 
学 位 記 番 号 
 
 
  論 第 2 号 
 
 
氏    名 
 
 
吉田 幸恵  
 
 
授 与 年 月 日 
 
 

















  主査： 伊藤 恭彦   








平成 28年 7月 7日 
 
 
審査委員(主査)    伊 藤  恭 彦        
 
 




  別紙１のとおり 
 
２ 審査に係る学位授与申請者及び論文の表題 
  別紙１のとおり 
 
３ 学位論文の内容の要旨 
  別紙２のとおり 
 
４ 学位論文審査の要旨 
  別紙２のとおり 
 
５ 試問の結果の要旨 
  別紙２のとおり 
 
６ 学位授与についての意見 
  別紙２のとおり 
（別紙１） 
１ 審査委員の補職及び氏名 
委員区分 補  職  名 氏   名 
主査     教   授   伊 藤 恭 彦 
副査    准  教  授   樋 澤 吉 彦 
副査    准  教  授   谷 口  由 希 子 









氏  名 
（よしだ  ゆきえ） 
吉 田 幸 恵 























第 8 章 第５０次「児童福祉法」改正と家庭養育至上主義からの転換期（1997 年～
2000年） 
第 9章 全養協「近未来像Ⅱ」策定にみる運動団体の意図（2003年） 
第 10章 「児童虐待防止法」策定と「社会的養護」再編の開始（2001 年～2008年） 
第 11章 「国連・児童の代替的養護に関する指針」と「社会的養護の将来像」（2009
年～2015年） 
第 12章 補論：児童養護制度・政策における「愛着理論」の影響 
終章 
 第 1 部（第 2 章・第 3 章）において、近代的施設養護の誕生期である明治期から
社会事業の成立期である大正期、第一次世界大戦と第二次世界大戦の間の戦間期の 3
期間を我が国児童養護の前史とし検討し、この期の施策の戦後への影響が検討される。
第 2 部（第 3 章から第 7 章）は第二次世界大戦後から 1997 年の児童福祉法第 50 次
改正までの児童養護制度・政策の歴史的展開が検討される。第 3 部（第 8 章から第









































































 2016 年 6 月 15 日（水）13 時～14 時 30分に名古屋市立大学滝子キャンパス 1 号






























名古屋市立大学学位規程第８条第４項に基づき免除（2016 年 5 月 24 日開催名古
屋市立大学大学院人間文化研究科教授会承認） 
 
６ 学位授与についての意見 
 以上の点より審査委員は一致して吉田幸恵の「児童養護施設の政策論的研究」は博
士学位論文に相応しく、申請者に博士の学位を授与することを妥当と判断した。 
